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１
．
は
じ
め
に

大
学
の
図
書
館
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
最
古
の
大
学
で
あ
る
ト
リ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
の

図
書
館
で
あ
る
。
世
界
で
最
も
美
し
い
と
い
わ
れ
る
中
世

初
期
の
大
型
福
音
書
装
飾
写
本
で
あ
る
「
ケ
ル
ズ
の
書
」

を
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
た
後
、
２
階
に
上
が
る
と
全
長
約
65

メ
ー
ト
ル
、
通
常
の
建
物
の
高
さ
の
２
階
分
ま
で
整
然
と

並
べ
ら
れ
た
図
書
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
18
世
紀
に
建

築
さ
れ
た
ロ
ン
グ
ル
ー
ム
と
呼
ば
れ
る
こ
の
部
屋
の
書
物

の
背
表
紙
を
見
て
い
る
だ
け
で
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
歴
史

の
一
端
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、
書
物
の

量
に
圧
倒
さ
れ
た
の
は
東
大
阪
市
に
あ
る
司
馬
遼
太
郎
記

念
館
で
あ
る
。
近
畿
大
学
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
徒
歩
圏
内

に
あ
り
、
２
０
０
１
年
に
開
館
し
た
建
物
の
地
下
１
階
か

ら
３
層
吹
き
抜
け
の
書
架
に
個
人
の
蔵
書
の
一
部
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
展
示
さ
れ
て
い
る
約
２
万
冊

と
い
う
蔵
書
の
中
に
は
、
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
本
、
読
ま
ず
に
終
わ
っ
た
本
な
ど
自
身
の
過
去
を
振
り

返
り
な
が
ら
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。
い
ず
れ
も
書
物
を
手
に
取
っ
て
見
る
こ
と
は
出
来
な
い

が
、
背
表
紙
を
見
て
い
る
だ
け
で
も
想
い
を
巡
ら
せ
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
で
あ
る
。

近
年
、
書
物
に
囲
ま
れ
た
図
書
館
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。
大
学
設
置
基
準
第
三
十
八
条
で
は
、

「
大
学
は
、
学
部
の
種
類
、
規
模
等
に
応
じ
、
図
書
、
学
術
雑
誌
、
視
聴
覚
資
料
そ
の
他
の
教
育
研
究

上
必
要
な
資
料
を
、
図
書
館
を
中
心
に
系
統
的
に
備
え
る
も
の
と
す
る
。」
と
さ
れ
、
資
料
の
収
集
、

整
理
及
び
提
供
を
行
う
ほ
か
、
情
報
の
処
理
・
提
供
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
学
術
情
報
の
提
供
に
努

め
、
他
の
大
学
の
図
書
館
等
と
の
協
力
に
努
め
る
こ
と
、
図
書
館
に
は
そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
専
門
的
職
員
そ
の
他
の
専
任
の
職
員
を
置
く
こ
と
、
大
学
の
教
育
研
究
を
促
進
で
き

る
よ
う
な
適
当
な
規
模
の
閲
覧
室
、
レ
フ
ア
レ
ン
ス
・
ル
ー
ム
、
整
理
室
、
書
庫
等
を
備
え
る
も
の
と

定
め
て
い
る
。
文
部
科
学
省
・
学
術
情
報
基
盤
実
態
調
査
に
よ
る
８
学
部
以
上
を
有
す
る
私
立
大
学
の

経
費
の
推
移
を
み
る
と
、
平
成
21
年
度
に
雑
誌
の
経
費
と
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
経
費
が
ほ
ぼ
同
額
に
な

り
、
そ
れ
以
降
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
経
費
が
雑
誌
の
経
費
を
上
回
っ
て
い
る
。
学
会
誌
の
電
子
化
が
進

み
、
電
子
図
書
も
導
入
さ
れ
、
産
業
理
工
学
部
の
図
書
館
で
も
学
会
誌
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
書
架
に
は

空
き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
図
書
館
以
外
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
読
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
も
あ
り
、
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
近
畿
大
学
の
各
図
書
館

の
入
館
者
数
は
、
産
業
理
工
学
部
と
生
物
理
工
学
部
を
除
い
て
毎
年
減
少
し
て
い
る
。

大
学
の
教
育
研
究
が
電
子
的
環
境
を
強
め
つ
つ
あ
る
環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
科
学
技
術
・
学
術
審

議
会
の
学
術
情
報
基
盤
作
業
部
会
が
平
成
22
年
に
「
大
学
図
書
館
の
整
備
に
つ
い
て
（
審
議
の
ま
と
め
）

―

変
革
す
る
大
学
に
あ
っ
て
求
め
ら
れ
る
大
学
図
書
館
像―

」
を
公
表
し
、
平
成
24
年
に
は
「
新
た
な

未
来
を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
向
け
て
～
生
涯
学
び
続
け
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
育

成
す
る
大
学
へ
～
」（
答
申
）
に
お
い
て
、
学
修
支
援
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
の
課
題
と
し
て
、
主
体

的
な
学
修
を
支
え
る
図
書
館
の
充
実
や
開
館
時
間
の
延
長
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

そ
こ
で
、「
平
成
24
年
度
近
畿
大
学
中
央
図
書
館
年
次
報
告
書
」（
平
成
25
年
９
月
）
に
記
載
さ
れ
た

デ
ー
タ
を
中
心
に
産
業
理
工
学
部
の
図
書
館
の
現
状
を
報
告
し
、
大
学
に
求
め
ら
れ
て
い
る
図
書
館
像

か
ら
産
業
理
工
学
部
図
書
館
の
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
。

２
．
産
業
理
工
学
部
図
書
館
の
現
状

　

２―

１　

産
業
理
工
学
部
の
図
書
館
概
要

近
畿
大
学
で
は
中
央
図
書
館
の
あ
る
本
部
キ
ャ
ン
パ
ス
以
外
に
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
学
部
図
書
館
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
産
業
理
工
学
部
の
図
書
館
は
４
号
館
の
１
階
と
２
階
に
あ
り
、
２
階
入
口
か
ら
入

館
す
る
。
館
内
は
開
架
式
で
自
由
に
本
を
手
に
と
っ
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

入
口
前
に
は
平
成
22
年
か
ら
常
時
ブ
ッ
ク
リ
ユ
ー
ス
の
ワ
ゴ
ン
を
置
き
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に

は
図
書
館
資
料
の
検
索
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
コ
ピ
ー
機
を
設
置
し
て
い
る
。
入
口
横
に
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ

コ
ー
ナ
が
あ
り
、
新
聞
、
一
般
雑
誌
、
旅
行
・
料
理
関
連
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
を
置
き
、
Ａ
Ｖ
ブ
ー
ス
を

設
け
て
い
る
。
平
成
23
年
度
に
は
館
内
で
開
講
さ
れ
る
無
料
の
英
会
話
教
室
に
対
応
さ
せ
て
語
学
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
英
語
教
材
、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
関
連
図
書
、
語
学
用
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
置
い
て
い
る
。
入
口
に
近

い
書
架
横
に
は
時
機
に
合
わ
せ
た
本
な
ど
を
展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
新
着
図
書
専
用
の
書
架
を

置
い
て
い
る
。
入
口
に
近
い
書
架
に
は
シ
ラ
バ
ス
掲
載
参
考
図
書
、
資
格
取
得
関
連
図
書
、
就
職
関
連

図
書
を
配
架
し
、
学
部
の
「
資
格
取
得
奨
学
金
制
度
」
に
該
当
す
る
資
格
資
料
に
は
「
奨
学
金
シ
ー

ル
」
を
貼
付
し
利
用
の
促
進
を
は
か
っ
て
い
る
。
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
の
近
く
に
は
参
考
図
書
の
書
架
を
設

置
し
、
新
書
、
文
庫
、
そ
し
て
学
術
雑
誌
は
専
用
の
書
架
に
配
架
し
て
い
る
。

図
書
館
事
務
室
の
裏
に
は
ゼ
ミ
室
が
３
部
屋
あ
り
、
ブ
ラ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
の
横
に
は
地
域
資
料

室
と
し
て
旧
産
炭
地
に
立
地
し
て
い
る
本
学
部
周
辺
地
域
の
関
連
図
書
や
資
料
を
集
め
た
部
屋
を
設
け

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
部
屋
は
学
生
や
教
職
員
が
申
請
し
て
自
由
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
階
の
書
庫
に
は
館
内
の
階
段
を
使
っ
て
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
主
に
製
本
雑
誌
、
洋
書
、
そ
し
て

使
用
頻
度
の
低
い
図
書
を
配
架
し
、
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
と
検
索
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
設
置
し
て
い
る
。

平
成
21
年
に
は
教
職
員
を
対
象
に
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
マ
イ
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
を
利
用
す
る
こ
と

で
貸
出
・
予
約
、
文
献
複
写
依
頼
、
学
生
と
院
生
を
対
象
と
し
た
購
入
希
望
図
書
の
受
付
等
の
手
続
き

が
可
能
と
な
り
、
平
成
22
年
度
か
ら
は
メ
ー
ル
に
よ
る
貸
出
資
料
の
返
却
期
限
通
知
の
運
用
を
は
じ
め

て
い
る
。
平
成
26
年
３
月
に
中
央
図
書
館
シ
ス
テ
ム
と
統
合
し
、
本
部
図
書
館
と
同
等
の
図
書
館
サ
ー
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ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
館
内
で
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ
ー
ビ
ス
も
は
じ
め
た
。
中
央
図
書
館
に

あ
る
図
書
資
料
は
、
請
求
後
早
け
れ
ば
翌
日
に
は
無
料
で
本
学
部
に
届
く
。

　

中
央
図
書
館
で
は
平
成
26
年
か
ら
平
日
と
土
曜
日
は
８
時
45
分
、
試
験
期
間
は
８
時
30
分
か
ら
開
館

し
22
時
閉
館
と
し
て
い
る
。
日
曜
・
祝
日
は
10
時
か

ら
18
時
ま
で
で
あ
る
。
本
学
部
の
図
書
館
は
９
時
に
開

館
し
、
平
日
は
19
時
ま
で
、
土
曜
日
は
13
時
ま
で
で
、

日
曜
・
祝
日
は
閉
館
し
て
い
る
。
平
成
24
年
度
の
実

績
で
は
本
学
部
の
図
書
館
の
開
館
日
は
他
の
キ
ャ
ン

パ
ス
に
比
べ
て
最
も
少
な
い
２
７
１
日
で
あ
る
。

　

２―

２　

所
蔵
統
計
及
び
受
入
資
料
数

　

近
畿
大
学
図
書
館
の
平
成
25
年
３
月
31
日
現
在
の

図
書
・
資
料
の
所
蔵
数
を
表
１
に
示
す
。

近
畿
大
学
で
は
和
書
１
４
０
万
３
５
４
１
冊
と
洋
書

８
９
万
１
２
９
４
冊
、
合
わ
せ
て
２
２
９
万
４
８
３
５

冊
を
所
蔵
し
て
い
る
。
本
学
部
で
は
そ
の
う
ち
の
約

７
％
に
相
当
す
る
和
書
１
２
万
６
０
６
０
冊
、
洋
書

３
万
９
８
５
８
冊
、
計
１
６
万
５
９
１
８
冊
を
所
蔵
し

て
い
る
。
和
書
と
洋
書
の
占
め
る
割
合
を
み
る
と
、
近

畿
大
学
全
体
で
は
蔵
書
の
61
％
が
和
書
で
あ
る
の
に

対
し
て
本
学
部
で
は
76
％
で
、
生
物
理
工
学
部
、
工

学
部
に
次
い
で
和
書
の
占
め
る
割
合
が
多
い
。
学
生
一

人
当
た
り
の
蔵
書
数
は
い
ず
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図

書
館
も
私
立
大
学
の
平
均
で
あ
る
４
２
・
０
冊
よ
り
も

多
く
、
近
畿
大
学
全
体
で
は
７
０
・
８
冊
で
あ
る
。
最

も
多
い
の
が
医
学
部
の
２
３
７
・
２
冊
、
次
い
で
工
学

部
が
１
１
３
・
４
冊
で
、
本
学
部
は
６
つ
の
キ
ャ
ン
パ

ス
の
中
で
３
番
目
に
多
い
９
８
・
１
冊
で
あ
る
。

各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
る
雑
誌

の
種
類
を
み
る
と
、
中
央
図
書
館
が
最
も
多
く
日
本
語

が
７
９
６
４
種
類
、
外
国
語
が
６
４
０
９
種
類
で
合
わ

せ
て
１
万
４
３
７
３
種
類
で
あ
る
。
本
学
部
で
は
日
本

語
３
６
２
種
類
、
外
国
語
５
５
８
種
類
の
計
９
２
０
種

類
で
、
生
物
理
工
学
部
の
５
７
４
種
類
に
次
い
で
少
な
い
。
外
国
語
雑
誌
に
比
べ
て
日
本
語
雑
誌
の
種

類
が
少
な
い
の
は
医
学
部
と
本
学
部
だ
け
で
あ
る
。
平
成
24
年
４
月
１
日
現
在
の
本
学
部
で
利
用
で
き

る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
タ
イ
ト
ル
数
は
３
万
５
５
３
５
で
あ
る
。
中
央
図
書
館
の
タ
イ
ト
ル
数
が
最
も

多
く
３
万
７
８
３
９
で
あ
る
が
、
タ
イ
ト
ル
数
の
少
な
い
キ
ャ

ン
パ
ス
で
も
３
万
５
５
１
９
あ
り
そ
の
差
は
小
さ
い
。

産
業
理
工
学
部
の
視
聴
覚
資
料
数
は
１
９
６
７
で
、
近
畿
大

学
全
体
の
16
％
を
所
蔵
し
て
い
る
。
視
聴
覚
資
料
の
区
分
を
み

る
と
55
％
が
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
で
、
次
い
で
Ｃ
Ｄ
・
Ｌ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ

Ｄ
が
23
％
と
な
っ
て
い
る
。
大
学
全
体
で
は
視
聴
覚
資
料
に
占

め
る
Ｃ
Ｄ
・
Ｌ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
割
合
は
41
％
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

が
26
％
で
あ
る
。
本
学
部
の
視
聴
覚
資
料
は
学
生
数
に
対
し
て

最
も
多
い
も
の
の
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｌ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
数
は
生
物
理
工

学
部
や
工
学
部
の
半
分
以
下
で
、
視
聴
覚
資
料
の
多
く
を
ビ
デ

オ
テ
ー
プ
が
占
め
て
い
る
。

平
成
24
年
度
の
年
間
受
け
入
れ
資
料
数
を
表
２
に
示
す
。

平
成
24
年
度
の
近
畿
大
学
の
受
入
図
書
は
和
書

３
万
４
２
８
３
冊
と
洋
書
７
０
３
８
冊
、
合
わ
せ
て

４
万
１
３
２
１
冊
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
購
入
し
た
の
は
和
書

が
３
万
１
０
７
７
冊
、
洋
書
が
６
１
２
５
冊
で
あ
る
。
本
学
部

の
受
入
図
書
は
和
書
２
３
１
４
冊
と
洋
書
４
１
７
冊
、
合
わ
せ

て
２
７
３
１
冊
で
、
そ
の
う
ち
購
入
し
た
の
は
和
書
２
１
８
４

冊
、
洋
書
４
０
４
冊
で
あ
る
。
受
け
入
れ
図
書
に
占
め
る
和
書

の
割
合
は
本
学
部
で
は
85
％
で
、
近
畿
大
学
全
体
で
は
83
％

で
あ
る
。
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
大
学
全
体
で

毎
年
４
万
１
３
２
１
冊
か
ら
４
万
５
０
１
３
冊
を
受
け
入
れ
て

い
る
が
、
本
学
部
で
は
平
成
22
年
度
が
５
９
９
冊
で
あ
っ
た
の

に
対
し
て
平
成
23
年
度
と
24
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
３
２
０
１
冊
、

２
７
３
１
冊
と
大
き
く
増
え
て
い
る
。

年
間
受
入
雑
誌
の
種
類
数
を
み
る
と
、
中
央
図
書
館
で
は
日

本
語
が
１
７
４
９
種
類
、
外
国
語
が
８
６
７
種
類
で
、
そ
の
う

ち
日
本
語
７
７
２
種
類
、
外
国
語
７
６
８
種
類
を
購
入
し
て
い

る
。
本
学
部
で
は
日
本
語
が
３
９
９
種
類
、
外
国
語
が
30
種
類

で
、
そ
の
う
ち
日
本
語
１
４
６
種
類
、
外
国
語
29
種
類
を
購
入

表１　所蔵数

蔵書冊数 雑誌種類数

和書 洋書 合計
学生一人
当たり
蔵書数

（平成24年度実績）
日本語 外国語 合計 電子ジャーナル

タイトル数
視聴覚資
料

中央 844,039 637,533 1,481,572 64.4 7,964 6,409 14,373 37,839 5,148
農学 96,477 42,255 138,732 48.8 3,428 1,217 4,645 37,678 608
医学 75,603 101,609 177,212 237.2 1,108 1,635 2,743 35,768 414
生物理工 68,688 20,130 88,818 45.5 297 277 574 35,519 1,954
工学 192,674 49,909 242,583 113.4 588 509 1,097 35,519 2,015
産業理工 126,060 39,958 165,918 98.1 362 558 920 35,535 1,967
合計 1,403,541 891,858 2,294,835 70.8 13,747 10,605 24,352 38,432 12,106
※平成24年度近畿大学中央図書年次報告書より作成、電子ジャーナルタイトル数は平成24年４月１日現在、それ以外は平成25年４月１日現在。

表２　年間受入資料数（平成24年度）

図書 雑誌種類数 新聞
和書 洋書 合計 和書 洋書 合計 日本語 外国語 合計

中央 21,083 4,532 25,615 1,749 867 2,616 89 11 100
農学 3,212 507 3,719 532 125 657 23 1 24
医学 1,288 136 1,424 384 125 509 7 2 9
生物理工 2,646 794 3,440 185 95 280 10 2 12
工学 3,740 652 4,392 166 115 281 8 1 9
産業理工 2,314 417 2,731 399 30 429 14 1 15
合計 34,283 7,038 41,321 3,415 1,357 4,772 151 18 169

(18)
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し
て
い
る
。
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
近
畿
大
学
全
体
の
受
入
雑
誌
の
種
類
数
の
推
移
を

み
る
と
、
日
本
語
雑
誌
が
６
％
減
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
外
国
語
雑
誌
は
24
％
減
と
大
き
く
減
っ
て
い

る
。
本
学
部
で
は
日
本
語
雑
誌
の
種
類
が
11
％
減
で
あ
る
の
に
対
し
て
外
国
語
雑
誌
は
69
％
減
で
、
近

畿
大
学
の
中
で
外
国
語
雑
誌
の
受
け
入
れ
が
最
も
少
な
い
。

受
入
新
聞
種
類
数
は
中
央
図
書
館
で
日
本
語
89
種
類
、
外
国

語
11
種
類
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
学
部
で
は
日
本
語
14
種
類
、

外
国
語
1
種
類
で
あ
る
。
日
本
語
の
新
聞
の
種
類
は
中
央
図
書

館
、
農
学
部
に
次
い
で
多
い
。
外
国
語
新
聞
に
関
し
て
は
医
学

部
と
生
物
理
工
学
部
が
２
種
類
を
受
け
入
れ
て
い
る
が
、
中
央

図
書
館
以
外
の
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
１
種
類
で
あ
る
。

　

２―

３　

利
用
統
計

入
館
者
数
並
び
に
館
外
貸
出
冊
数
を
表
３
に
示
す
。

平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
の
入
館
者
数
の
推
移
を

み
る
と
、
近
畿
大
学
全
体
で
は
平
成
22
年
度
１
２
３
万
８
２
０
９

人
で
あ
っ
た
も
の
が
平
成
24
年
度
に
は
９
％
減
少
し
て

１
１
２
万
２
７
３
２
人
に
な
っ
て
い
る
。
生
物
理
工
学
と
本
学
部

以
外
は
こ
の
３
年
間
毎
年
入
館
者
が
減
少
し
て
い
る
が
、
本
学

部
で
は
34
％
増
加
し
１
日
の
平
均
入
館
者
数
は
１
６
９
人
と
な
っ

た
。平

成
24
年
５
月
１
日
現
在
の
本
学
部
の
学
生
、
院
生
、
聴
講

生
、
そ
し
て
留
学
生
な
ど
１
６
９
１
名
の
学
生
数
の
う
ち
１
日
当

た
り
10
％
に
相
当
す
る
学
生
が
入
館
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
平

成
22
年
度
で
は
１
日
当
た
り
学
生
数
の
約
８
％
の
利
用
で
あ
っ

た
も
の
が
、
平
成
21
年
度
か
ら
全
学
科
新
入
生
を
対
象
と
し
た

図
書
館
見
学
を
実
施
し
、
平
成
23
年
度
に
は
「
基
礎
ゼ
ミ
」（
１

年
前
期　

必
修
科
目
）
に
組
み
入
れ
全
学
科
の
新
入
生
を
対
象

に
図
書
館
利
用
案
内
を
実
施
、
さ
ら
に
館
内
で
毎
週
無
料
の
英

会
話
教
室
等
を
開
講
す
る
な
ど
の
効
果
に
よ
り
増
え
て
き
た
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
教
職
員
の
利
用
も
あ
る
こ
と

か
ら
学
生
の
利
用
割
合
は
10
％
以
下
で
あ
り
、
同
様
の
計
算
を

す
る
と
医
学
部
と
生
物
理
工
学
部
で
は
20
％
を
超
え
て
い
る
。

学
生
一
人
当
た
り
の
館
外
貸
出
総
数
を
み
る
と
大
学
全
体
で

は
平
成
22
年
度
は
８
・
２
冊
で
あ
っ
た
が
、
平
成
23
年
度
と
24
年
度
は
７
・
８
冊
に
減
少
し
て
い
る
。
本

学
部
は
平
成
22
年
度
３
・
５
冊
、
平
成
23
年
度
４
・
７
冊
、
平
成
24
年
度
５
・
１
冊
と
増
加
し
て
い
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
の
年
度
も
本
学
部
の
学
生
一
人
当
た
り
の
館
外
貸
出
は
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
比
べ
て

一
番
少
な
く
、
近
畿
大
学
全
体
の
平
均
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

文
献
複
写
の
取
り
寄
せ
件
数
を
み
る
と
、
近
畿
大
学
全
体
で
は
平
成
22
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま

で
そ
れ
ぞ
れ
４
４
３
１
件
、
４
５
３
９
件
、
３
８
１
２
件
と
推
移
し
て
い
る
が
、
本
学
部
で
は
62
件
、

１
７
４
件
、
１
５
０
件
と
な
っ
て
い
る
。
本
学
部
は
学
生
数
や
教
職
員
数
が
少
な
い
た
め
、
件
数
の
比

較
だ
け
で
教
育
研
究
活
動
状
況
を
推
測
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
平
成
24
年
度
の
取
寄
せ
件
数
は
生

物
理
工
学
部
の
61
％
、
工
学
部
の
78
％
に
相
当
す
る
件
数
で
あ
り
、
大
学
全
体
の
中
で
最
も
少
な
い
。

　

２―

４　

図
書
館
経
費

　

平
成
24
年
度
の
図
書
購
入
、
新
聞
・
雑
誌
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
な
ど
の
資
料
費
に
関
す
る
経
費
を
合

計
す
る
と
近
畿
大
学
全
体
で
約
８
億
１
４
５
０
万
円
で
あ
る
。
本
学
部
は
約
３
２
３
０
万
円
で
、
平
成

22
年
度
に
比
べ
て
図
書
館
経
費
が
増
え
て
い
る
が
、
大
学
全
体
で
み
る
と
３
年
間
の
経
費
の
総
額
に
大

き
な
変
化
は
な
い
。
そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
大
学
全
体
で
は
図
書
購
入
に
24
％
、
新
聞
・
雑
誌
費
に

17
％
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
費
等
に
43
％
が
使
わ
れ
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
費
等
の
占
め
る
割
合
が
大
き
い
。

本
学
部
に
お
い
て
も
図
書
購
入
が
22
％
、
新
聞
・
雑
誌
費
が
15
％
、
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
費
等
が
41
％
を

占
め
て
い
る
。
平
成
22
年
度
以
降
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
費
等
の
占
め
る
割
合
は
40
％
前
後
で
あ
る
が
、
そ

の
金
額
は
毎
年
増
え
て
い
る
。

文
部
科
学
省
学
術
情
報
基
盤
調
査
に
よ
る
と
、
近
畿
大
学
で
は
平
成
21
年
度
に
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル

の
経
費
が
３
億
円
を
超
え
て
雑
誌
の
経
費
を
上
回
り
、
平
成
23
年
度
に
は
３
億
１
６
２
３
万
８
千
円
と

な
っ
た
の
に
対
し
、
雑
誌
は
１
億
５
０
０
０
万
円
を
下
回
り
半
分
以
下
で
あ
る
。

３
．
求
め
ら
れ
る
大
学
図
書
館
像

　

３―

１　

大
学
図
書
館
に
対
す
る
期
待
と
課
題

　

大
学
図
書
館
は
、
大
学
に
お
け
る
学
生
の
学
習
や
大
学
が
行
う
高
等
教
育
及
び
学
術
研
究
活
動
全
般

を
支
え
る
重
要
な
学
術
基
盤
の
役
割
を
有
し
、
大
学
の
教
育
研
究
に
と
っ
て
不
可
欠
な
中
核
を
成
し
、

総
合
的
な
機
能
を
担
う
機
関
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
近
年
の
大
学
の
教
育
研
究
が
電

子
的
環
境
を
強
め
つ
つ
あ
る
と
い
っ
た
環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
平
成
22
年
に
科
学
技
術
・
学
術
審
議

会
の
学
術
情
報
基
盤
作
業
部
会
に
よ
り
「
大
学
図
書
館
の
整
備
に
つ
い
て
（
審
議
の
ま
と
め
）―

変
革

す
る
大
学
に
あ
っ
て
求
め
ら
れ
る
大
学
図
書
館
像―

」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
大
学
図
書
館
の
整
備

が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
背
景
と
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

第
一
と
し
て
、「
自
ら
が
立
て
た
新
た
な
課
題
を
解
決
す
る
能
力
」
を
中
心
と
す
る
学
士
力
の
育
成

表３　入館者数・館外貸出冊数等

入館者数 学生一人当たりの貸出冊数 文献複写の取寄せ件数
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

中央 782,716 755,967 729,866 9.1 8.4 8.1 1,801 1,708 1,714
農学 162,163 146,796 109,941 6.5 7.6 7.2 499 740 483
医学 81,408 65,144 61,990 8.3 6.3 7.2 1,474 1,396 1,028
生物理工 102,690 97,171 112,827 6.9 6.5 9.1 375 282 245
工学 74,991 65,624 62,402 6.0 6.1 5.8 220 239 192
産業理工 34,241 39,521 45,706 3.5 4.4 5.1 62 174 150
合計 1,238,209 1,170,223 1,122,732 8.2 7.8 7.8 4,431 4,539 3,812

(19)
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の
た
め
大
学
図
書
館
の
貢
献
が
一
層
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
入
学
し
て
く
る
学
生

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
機
器
が
身
近
に
あ
る
中
で
育
っ
て
お
り
、
大
学
図
書
館
と
し
て
も
教

育
や
学
生
の
要
望
の
変
化
に
対
応
す
る
必
要
の
あ
る
こ
と
。
第
二
と
し
て
大
学
の
研
究
が
特
許
な
ど
直

接
的
に
社
会
に
還
元
さ
れ
る
こ
と
や
研
究
業
績
評
価
の
厳
格
さ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
学

の
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
一
層
の
推
進
が
期
待
さ
れ
、
学
術
成
果
物
の
電
子
的
管
理
と
教
員
業
績
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
等
と
の
連
携
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
。
第
三
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
役
割

が
重
要
と
な
り
、
ま
た
電
子
情
報
資
源
の
導
入
、
管
理
、
提
供
に
関
す
る
対
応
が
大
学
図
書
館
に
課
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
利
用
者
の
情
報
検
索
技
能
の
向
上
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
学
図
書
館
の
機
能
は

よ
り
広
範
な
も
の
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
環
境
下
に
お
け
る
大
学
図
書
館
の
課
題
と
し
て
、
電
子
化
の
進
展
と
学
術
流
通
の
変
化
を

念
頭
に
お
い
た
情
報
の
収
集
、
組
織
化
、
提
供
の
あ
り
方
の
工
夫
、
そ
し
て
自
発
的
な
学
習
や
実
践
を

支
援
す
る
「
場
」
の
提
供
や
図
書
館
職
員
等
に
よ
る
学
習
支
援
、
学
生
を
中
心
と
す
る
利
用
者
の
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
能
力
の
向
上
に
対
す
る
積
極
的
な
関
与
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

３―

２　

大
学
図
書
館
の
機
能
と
役
割

　

大
学
図
書
館
に
は
、
学
習
支
援
と
教
育
活
動
へ
の
直
接
の
関
与
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
学
生
が
自
ら

学
ぶ
こ
と
へ
の
学
習
支
援
策
と
し
て
は
、
複
数
の
学
生
が
集
ま
っ
て
様
々
な
情
報
資
源
か
ら
得
ら
れ
る

情
報
を
用
い
、
議
論
を
進
め
て
い
く
学
習
ス
タ
イ
ル
を
可
能
に
す
る
「
場
」
で
あ
る
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ

モ
ン
ズ
の
整
備
、
そ
れ
を
利
用
し
た
教
員
や
図
書
館
職
員
、
院
生
、
学
生
等
に
よ
る
自
学
自
習
支
援
体

制
の
組
織
化
、
レ
ポ
ー
ト
等
の
書
き
方
の
実
践
的
学
び
や
各
種
検
索
ツ
ー
ル
等
の
使
い
方
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
、
教
員
に
よ
る
研
究
会
の
実
施
へ
の
対
応
な
ど
に
よ
る
学
生
や
教
職
員
の
知
的
活
動
の
活
発
化
で
あ

る
。さ

ら
に
、
適
切
な
情
報
を
得
る
た
め
に
各
種
ツ
ー
ル
を
使
い
こ
な
し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
分
析
・
評

価
し
、
成
果
を
表
現
・
発
信
す
る
ス
キ
ル
の
向
上
の
た
め
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
を
新
入
生
に
対
す

る
初
年
次
教
育
の
一
環
と
し
て
必
修
の
授
業
と
し
て
開
講
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

開
発
や
実
施
を
大
学
図
書
館
員
が
教
員
と
し
て
行
い
、
図
書
館
職
員
が
教
員
を
兼
任
す
る
な
ど
し
て
の

直
接
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
、e-Learning

の
教
材
作
成
へ
の
関
与
、
教
材
の
整
理
・
提
供
と
い
っ
た

面
で
の
貢
献
な
ど
も
大
学
図
書
館
の
役
割
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
他
、「
大
学
図
書
館
の
整
備
に
つ
い
て
（
審
議
の
ま
と
め
）」
で
は
研
究
活
動
に
必
要
な
情
報
へ

の
ア
ク
セ
ス
の
確
保
、
研
究
プ
ロ
セ
ス
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
多
様
な
情
報
を
組
織
化
し
て
次
の
研
究

活
動
へ
活
か
せ
る
よ
う
な
サ
イ
ク
ル
を
形
成
す
る
た
め
の
基
盤
構
築
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
の
図
書
館
業
務
と

し
て
の
定
着
、
学
術
図
書
を
中
心
と
す
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
構
築
、
多
様
な
学
術
情
報
へ
の
適
切
な
ナ
ビ

ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
他
機
関
・
他
地
域
と
の
連
携
、
留
学
生
に
対
応
す
る
た
め
に
語
学
に
堪
能
な
図
書
館
職

員
の
確
保
と
留
学
生
が
利
用
し
や
す
い
環
境
整
備
の
検
討
な
ど
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い

る
。大

学
図
書
館
の
組
織
・
運
営
体
制
の
あ
り
方
と
し
て
、
大
学
の
情
報
戦
略
に
つ
い
て
の
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
の
発
揮
、
経
費
の
確
保
策
の
策
定
と
そ
の
実
現
、
職
員
の
配
置
や
外
部
委
託
の
あ
り
方
、
図
書
館
職

員
の
育
成
・
確
保
に
も
言
及
し
て
い
る
が
詳
細
は
割
愛
す
る
。

４
．
産
業
理
工
学
部
図
書
館
の
課
題

　

４―

１　

施
設
等
の
問
題

　

図
書
館
の
あ
る
４
号
館
は
１
９
８
７
年
に
竣
工
し
、
そ
れ
か
ら
27
年
が
経
過
し
て
い
る
。
そ
の
間
、

２
０
０
６
年
に
は「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律（
バ
リ
ア
フ
リ
ー

新
法
）」 

が
施
行
さ
れ
る
な
ど
施
設
に
求
め
ら
れ
る
も
の
も
変
化
し
て
き
た
。

　

４
号
館
は
他
の
建
物
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
雨
の
日
は
傘
な
し
で
行
く
こ
と
が
で
き
な

い
。
正
門
か
ら
も
遠
く
、
そ
の
正
面
入
口
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
を
移
動
す
る
学
生
の
主
た
る
動
線
か
ら
離

れ
て
お
り
、
昼
休
み
や
登
下
校
時
に
気
楽
に
寄
れ
る
場
所
で
は
な
い
。

館
内
の
移
動
で
問
題
と
な
る
の
は
、
図
書
館
事
務
室
内
に
設
置
さ
れ
た
１
階
と
２
階
を
結
ぶ
階
段
で

あ
る
。
１
階
は
書
籍
等
の
保
管
庫
と
し
て
図
書
館
員
の
利
用
を
想
定
し
て
作
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

館
内
に
エ
レ
ベ
ー
タ
は
な
く
、
階
段
は
人
が
す
れ
違
う
の
も
困
難
で
、
踏
面
が
狭
く
傾
斜
も
急
で
危
険

で
も
あ
る
。
１
階
に
も
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
や
検
索
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
設
置
し
て
い
る
が
、
利
用
者
は
非

常
に
少
な
い
。
図
書
館
受
付
が
２
階
に
あ
る
た
め
、
管
理
の
面
か
ら
も
建
物
1
階
か
ら
直
接
図
書
館
1

階
に
行
け
る
よ
う
な
出
入
口
を
新
た
に
設
置
す
る
の
は
難
し
い
。

２
階
に
あ
る
書
架
と
書
架
に
挟
ま
れ
た
通
路
は
車
椅
子
で
の
移
動
に
は
狭
く
、
書
架
の
角
で
は
切
り

返
し
が
必
要
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。
図
書
館
入
口
は
引
き
戸
の
自
動
扉
と
な
っ
て
い
る
が
、
出
口
は
開
き

戸
で
押
す
必
要
が
あ
り
、
ま
た
カ
ウ
ン
タ
ー
の
高
さ
は
立
位
用
で
、
館
内
の
ト
イ
レ
を
含
め
車
椅
子
を

利
用
す
る
学
生
に
配
慮
し
た
施
設
で
は
な
い
。
図
書
館
事
務
室
内
の
声
が
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
に
ま
で
届
い

て
し
ま
う
の
も
、
事
務
室
が
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
い
る
図
書
館
の
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
か
か
わ
る
問
題
で

あ
る
。

近
年
、
大
学
図
書
館
で
は
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
の
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
年
開
催
さ
れ

た
「
私
立
大
学
図
書
館
協
会
西
地
区
部
会
総
会
」
の
館
長
懇
話
会
で
も
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
の

利
用
開
始
、
館
内
で
の
飲
み
物
を
可
と
し
て
自
販
機
や
ス
マ
ー
ト
ホ
ン
等
の
充
電
施
設
の
設
置
、
カ

フ
ェ
の
運
用
、
レ
ポ
ー
ト
の
書
き
方
指
導
の
実
施
な
ど
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
古
い
建
物
を
使
っ
て
い
る

大
学
で
は
、
そ
の
よ
う
な
「
場
」
を
図
書
館
に
設
け
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
。
新
し

く
作
ら
れ
た
大
学
図
書
館
で
は
、
明
る
く
利
用
し
や
す
そ
う
な
場
所
に
グ
ル
ー
プ
学
習
室
や
共
同
学
習

(20)
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室
と
い
っ
た
名
称
の
部
屋
を
数
多
く
設
置
し
、
図
書
館
見
学
の
際
に
廊
下
か
ら
ガ
ラ
ス
越
し
に
利
用
し

て
い
る
学
生
グ
ル
ー
プ
の
姿
を
見
る
と
、
既
存
の
建
物
を
使
っ
て
こ
の
よ
う
な
場
所
を
設
置
す
る
こ
と

の
限
界
を
感
じ
る
。

　

産
業
理
工
学
部
図
書
館
に
も
地
域
資
料
室
を
含
め
る
と
10
名
か
ら
30
名
ほ
ど
が
利
用
で
き
る
小
部
屋

が
４
部
屋
あ
る
が
、
学
生
グ
ル
ー
プ
の
利
用
は
少
な
い
。
３
つ
の
ゼ
ミ
室
は
事
務
室
裏
の
窓
の
な
い
廊

下
に
入
口
が
あ
り
、
地
域
資
料
室
も
扉
の
外
か
ら
中
の
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
い
ず
れ
の
部
屋

も
使
い
た
く
な
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
は
な
い
。
廊
下
側
か
ら
部
屋
の
様
子
を
見
え
る
よ
う
に
し
、
部
屋

内
部
の
充
実
を
は
か
り
な
が
ら
ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
の
場
と
し
て
有
効
活
用
す
る
方
策
が
必
要
で

あ
る
。

　

４―

２　

配
架
等
に
つ
い
て

　

学
生
が
大
学
図
書
館
の
利
用
の
し
に
く
さ
の
理
由
と
し
て
あ
げ
る
の
が
、
書
籍
の
配
架
に
関
す
る
こ

と
で
あ
る
。
館
内
で
は
日
本
十
進
分
類
法
に
基
づ
い
て
配
架
し
て
い
る
が
、
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
書
店

の
配
架
と
は
異
な
り
、
新
し
い
本
や
読
ん
で
欲
し
い
本
が
書
架
の
目
立
つ
と
こ
ろ
に
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
分
野
内
で
は
著
者
別
に
本
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
古
い
本
が
目
立
つ
と
こ
ろ
に
、
新
し
く
出

版
さ
れ
た
本
が
最
下
段
の
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
探
し
そ
び
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。
理
系

で
は
著
者
を
手
掛
か
り
に
本
を
探
す
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
た
め
、
毎
年
の
よ
う
に
改
訂
版
が
出
版
さ
れ

る
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
な
ど
を
探
す
際
に
戸
惑
う
学
生
も
多
い
。
本
学
部
の
図
書
館
で
は
新
着
図
書
、
資
格

取
得
関
連
図
書
、
就
職
関
連
図
書
、
語
学
関
連
図
書
、
新
書
、
そ
し
て
文
庫
な
ど
を
専
用
の
書
架
に
配

架
し
て
い
る
が
、
館
内
の
案
内
表
示
、
書
架
の
見
出
し
等
の
設
置
方
法
を
含
め
て
学
生
の
利
用
の
し
や

す
さ
の
観
点
か
ら
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

学
生
に
書
店
で
購
入
希
望
図
書
を
選
ば
せ
る
選
書
ツ
ア
ー
や
学
生
の
購
入
希
望
図
書
の
要
望
な
ど
で

迷
う
の
は
、
漫
画
や
ラ
イ
ト
ノ
ー
ベ
ル
の
類
の
図
書
の
扱
い
で
あ
る
。
最
近
で
は
専
門
書
を
漫
画
に
し

た
も
の
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
本
学
部
の
提
携
校
で
あ
る
台
湾
の
国
立
虎
尾
科
技
大
学
で
は
、
図
書
館

最
上
階
の
５
階
に
漫
画
コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
、
貸
出
禁
止
と
し
た
多
く
の
漫
画
本
が
取
り
揃
え
ら
れ

て
い
た
。
日
本
語
の
学
習
の
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
と
思
い
書
棚
を
覗
い
て
み
た
が
、
日
本
語

で
書
か
れ
た
漫
画
本
は
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
な
お
外
国
語
図
書
の
コ
ー
ナ
ー
の
一
角
に
は
日
本
語
閲

覧
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
日
本
で
出
版
さ
れ
た
単
行
本
、
新
書
、
雑
誌
な
ど
が
揃
え
ら
れ
、
窓
に
は

「
大
売
り
出
し
」「
休
憩
所
」「
焼
き
そ
ば
」「
た
こ
焼
き
」
と
い
っ
た
日
本
の
店
で
見
る
よ
う
な
布
製
の

小
さ
な
の
ぼ
り
が
飾
ら
れ
て
い
た
。
中
央
図
書
館
で
は
、
今
年
か
ら
密
閉
で
き
る
フ
タ
付
き
容
器
の
飲

料
に
限
り
、
館
内
の
一
部
の
場
所
で
飲
み
物
の
摂
取
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
図
書
館
の
入
館
者

を
増
や
し
て
多
く
の
本
と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス
を
作
る
た
め
に
は
、
購
入
す
る
図
書
の
範
囲
、
居
心
地
の

良
い
館
内
の
雰
囲
気
作
り
な
ど
も
検
討
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

(21)

写真１　国立虎尾科技大学
　　　　漫画本コーナー

写真２　国立虎尾科技大学
　　　　日本語閲覧コーナー

写真３　国立虎尾科技大学
　　　　日本語閲覧コーナーの一角
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３　

学
習
支
援
等
に
つ
い
て

本
学
部
の
図
書
館
の
図
書
・
資
料
等
の
所
蔵
数
は
、
学
部
の
規
模
か
ら
み
て
少
な
い
と
い
っ
た
状
況

で
は
な
い
。
視
聴
覚
資
料
等
は
古
い
も
の
が
多
い
も
の
の
、
特
に
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
つ
い
て
は
九
州

地
区
で
こ
れ
だ
け
の
タ
イ
ト
ル
数
を
有
す
る
大
学
は
少
な
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
学
生
数
に
対
す
る
入
館
者
の
割
合
を
み
る
と
、
平
成
24
年
度
に
よ
う
や
く
近
畿
大

学
全
体
の
平
均
に
近
づ
い
た
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
館
外
貸
出
冊
数
も
少
な
い
。
新
入
生
の
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
と
「
基
礎
ゼ
ミ
」
の
１
コ
マ
を
利
用
し
て
図
書
館
利
用
案
内
を
行
っ
て
い
る
が
、
館
内
で

雑
誌
名
や
書
名
を
み
て
も
ほ
と
ん
ど
興
味
を
示
さ
な
い
学
生
も
い
る
。
そ
の
た
め
図
書
館
員
は
Ｏ
Ｐ
Ａ

Ｃ
（
オ
ン
ラ
イ
ン
蔵
書
目
録
）
の
利
用
方
法
の
説
明
の
際
に
使
用
す
る
検
索
用
キ
ー
ワ
ー
ド
の
選
び
方

に
も
頭
を
悩
ま
し
て
い
る
。
毎
年
行
っ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
利
用
に
関
す
る
講
習
会
の
開
催
に

お
い
て
も
、
学
外
の
講
師
に
依
頼
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
直
前
ま
で
参
加
者
の
集
ま
り
具
合
に
気
を
揉

み
、
予
定
し
た
参
加
定
員
の
半
分
を
満
た
す
の
も
難
し
い
。
し
か
し
、
参
加
者
の
中
に
は
担
当
講
師
が

驚
く
ほ
ど
専
門
的
な
質
問
を
す
る
院
生
や
学
生
も
い
る
。

図
書
館
に
は
学
習
支
援
や
教
育
活
動
に
も
直
接
関
与
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
学
業
に
対

す
る
意
欲
や
興
味
に
大
き
な
個
人
差
が
あ
る
学
生
の
集
団
を
相
手
に
す
る
の
は
教
員
で
も
な
か
な
か
難

し
い
。
研
究
活
動
は
整
備
さ
れ
た
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
等
の
利
用
で
事
が
足
り
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
た

め
、
教
員
も
図
書
館
に
行
く
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
講
義
室
や
大
学
事
務
室
か
ら
離
れ
た

と
こ
ろ
に
い
る
図
書
館
員
が
教
員
と
話
を
す
る
機
会
が
減
り
、
委
員
会
活
動
以
外
の
と
こ
ろ
で
学
生
の

状
況
や
研
究
活
動
に
つ
い
て
情
報
交
換
す
る
場
が
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
い
る
。
利
用
者
を
増
や
す
た

め
に
は
図
書
館
の
開
館
時
間
に
つ
い
て
の
検
討
も
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
は
教
員
と
の
情
報
交
換

が
で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

５
．
最
後
に

図
書
や
雑
誌
の
電
子
化
が
進
む
中
で
、
出
版
社
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
て
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
等
の
売
り

込
み
を
は
か
り
、
図
書
館
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
含
ま
れ
る
不
要
な
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ま
で
買
わ
さ
れ
て
し
ま
う

こ
と
に
対
処
す
る
と
い
っ
た
経
費
削
減
の
た
め
の
仕
事
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
感
じ
る
。
図
書
館
が
所

属
す
る
協
会
な
ど
が
代
表
し
て
行
っ
て
い
る
価
格
交
渉
に
か
か
わ
る
メ
ー
ル
が
図
書
館
宛
に
数
多
く
届

い
て
い
る
。

電
子
化
さ
れ
た
情
報
は
製
本
代
が
か
か
ら
ず
、
保
管
ス
ペ
ー
ス
も
不
要
で
、
目
的
と
す
る
資
料
や
論

文
等
の
検
索
に
は
大
変
便
利
で
あ
る
。
し
か
し
、
発
行
さ
れ
た
順
に
雑
誌
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
中
で
巡

り
合
う
思
わ
ぬ
出
会
い
の
機
会
が
失
わ
れ
る
危
険
も
大
き
い
。
特
に
学
生
が
論
文
の
テ
ー
マ
を
選
ぶ
と

(22)

き
な
ど
は
、
研
究
動
向
を
把
握
す
る
た
め
に
も
書
籍
等
を
手
に
と
っ
て
開
き
、
ま
た
そ
の
周
辺
に
あ
る

目
的
外
の
書
籍
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
と
い
と
思
っ
て
い
る
。

毎
年
の
よ
う
に
値
上
が
り
す
る
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
等
を
揃
え
る
た
め
に
既
存
の
雑
誌
の
購
読
や
図
書

の
購
入
を
控
え
る
こ
と
に
な
る
と
、
本
と
の
出
会
い
が
ま
す
ま
す
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
学

習
支
援
や
教
育
活
動
に
関
す
る
体
制
づ
く
り
を
急
が
な
い
と
、
図
書
館
が
学
習
室
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を

並
べ
た
だ
け
の
場
所
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
い
る
。

図
書
館
が
国
な
ど
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
産
業
理
工
学
部
図
書
館
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
。
図
書
館
の
ハ
ー
ド
面
と
と
も
に
、
ソ
フ
ト
面
の
充
実
の
た
め
に
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。


